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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第27期
第３四半期
連結累計期間

第28期
第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

第28期
第３四半期
連結会計期間

第27期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 18,613 20,075 8,807 8,677 26,140

経常利益 (百万円) 1,022 1,001 1,920 1,689 2,004

四半期(当期)純利益 (百万円) 589 685 1,126 1,088 1,143

純資産額 (百万円) － － 6,193 7,145 7,474

総資産額 (百万円) － － 34,738 38,307 33,239

１株当たり純資産額 (円) － － 165.97 188.91 193.68

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.69 18.62 31.80 29.72 32.20

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.61 18.51 31.62 29.55 32.04

自己資本比率 (％) － － 16.9 17.9 21.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,848 937 － － 3,434

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,026 △1,497 － － △979

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 154 1,086 － － △1,597

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) － － 2,094 2,424 1,969

従業員数 (名) － － 1,236 1,328 1,266

(注)１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 平成21年４月１日付で、株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。

３ 従業員数は就業人員であります。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、「３  関係会社の状況」に記載しております。

　
３ 【関係会社の状況】

(1) 当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金

又は出資金

主要な事業

の内容

議決権の所有

又は被所有

割合  (％)

関係内容

(連結子会社) 　 　 　 　 　

長春雪国高榕生物技術有限公司
中華人民共和国
吉林省

30,000,000
人民元

茸 70.00 役員の兼任あり

(注)１ 「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

２ 上記の連結子会社は特定子会社であります。

　

　

(2) 当第３四半期連結会計期間において、次の連結子会社の出資持分全部を上海高榕食品有限公司

    に譲渡したため、連結子会社から除外しました。

名称 住所
資本金

又は出資金

主要な事業

の内容

議決権の所有

又は被所有

割合  (％)

関係内容

上海雪国高榕生物技術有限公司
中華人民共和国
上海市

3,800,000
米ドル

茸 55.00 役員の兼任あり

(注)１ 「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

２ 上記の連結子会社は特定子会社であります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 1,328 [796]

(注)１ 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は[  ]内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

２ 臨時従業員数が当第３四半期連結会計期間において182名増加しております。増加の主な理由は、茸事業におけ

る株式会社雪国まいたけのしめじ増産に伴う増加であります。

　
(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 1,029 [691]

(注)１ 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は[  ]内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

２ 臨時従業員数が当第３四半期会計期間において177名増加しております。増加の主な理由は、茸事業におけるし

めじ増産に伴う増加であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
セグメントの名称 生産高  (百万円) 前年同四半期比  (％)

茸 3,994 －

もやし・カット野菜 360 －

その他 147 －

合計 4,502 －

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  金額は、製造単価によっております。
３  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりでありま
す。

セグメントの名称 商品仕入高  (百万円) 前年同四半期比  (％)

茸 － －

もやし・カット野菜 － －

その他 271 －

合計 271 －

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  金額は、仕入価格によっております。
３  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 外注実績
当第３四半期連結会計期間における外注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 外注加工高  (百万円) 前年同四半期比  (％)

茸 14 －

もやし・カット野菜 － －

その他 0 －

合計 15 －

(注) １  金額は、外注加工価格によっております。

２  上記金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(4) 受注実績

当社グループは、販売計画に基づいて作成した生産計画により生産を行っているため、受注生産は
行っておりません。

　

(5) 販売実績
当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高  (百万円) 前年同四半期比  (％)

茸 7,283 －

もやし・カット野菜 821 －

その他 573 －

合計 8,677 －

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先については、連結売上高の10％以上に該当する販売先がないため、その記載を省略しております。
３  上記金額には、消費税等は含まれておりません。
４  当社グループの主要製品であります茸の商品性から、９月～12月が最需要期、１月～３月が需要期、４月～８
月が不需要期となっており、販売実績に変動があります。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告
書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当社連結子会社の持分譲渡及び関連会社の持分取得の持分譲渡契約
当社は、平成22年10月29日付にて、連結子会社である上海雪国高榕生物技術有限公司の出資持分全部
を上海高榕食品有限公司へ譲渡する旨の「持分譲渡協議書」を締結し、平成22年11月22日にて譲渡を完
了しております。また、同じく平成22年10月29日付にて、関連会社である長春雪国高榕生物技術有限公司
の出資持分全部を所有する上海高榕生物科技有限公司から取得する旨の「持分譲渡協議書」を締結し、
平成22年12月11日にて取得を完了しております。
　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析
当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、新興国向
けの輸出拡大による企業業績の改善や政府の景気刺激策による消費の底上げ効果などにより、緩やかな回
復基調で推移したものの、雇用情勢は依然として厳しく、景気刺激策の効果一巡、円高進行などの不安要素
もあり先行き不透明な状況が続いております。
生鮮食品業界におきましては、第３四半期に入ると猛暑などの天候不順の影響で不足気味だった野菜の
流通量が増加し、相場が下落傾向となる中で、茸の販売価格もそれに引きずられる形となりました。消費動
向も、依然として根強い節約志向から価格訴求が強まる厳しい販売環境が続きました。
このような状況の中、当社グループは、当事業年度を初年度とする「2010年－2012年中期経営計画」を
策定し、継続的な成長を目指し、新たなビジネスモデルの構築とグローバルな事業展開、そして経営体質の
強化に向けた取り組みを進めてまいりました。
茸事業につきましては、国内茸事業のシェアアップを目指し、ぶなしめじの増産に向けて五泉バイオセ
ンターの一部と、第５バイオセンターにおいて順次生産設備の入れ替えを進めてまいりました。当第３四
半期より新商品「雪国しめじ」の販売を開始しており、段階的に出荷量を増加させていく計画ですが、生
産設備の入れ替え、調整に伴い一時的に生産能力が低下したことと、新菌・新設備での生産の為、初期段階
において茸品質の安定化に時間を要したことなどで生産量が減少し、ぶなしめじの売上高が減少したこと
などで茸の国内売上高合計は66億55百万円となり、前年同四半期の売上高71億46百万円を４億91百万円
（6.9％減）下回りました。
海外（中国）で生産・販売を行っているえのき茸の売上高は２億68百万円（前年同四半期比7.8％増）
と堅調な実績となりました。
もやし・カット野菜事業につきましては、既存商品の一部リニューアルを行うと共に、シリーズ第４弾
・第５弾の新商品「ニラ・もやしＭＩＸ」「雪国トリオ」を発売し、商品バリエーションの充実を図り、
加熱調理用カット野菜のトップメーカーとして一層のカット野菜市場の拡大に取り組んでまいりました。
このカット野菜の売上増加により、もやし・カット野菜事業の売上高は８億21百万円（前年同四半期比
91.8％増）と大幅な増収となりました。
以上により、当第３四半期連結会計期間の売上高は86億77百万円（前年同四半期比1.5％減）となりま
した。
一方コスト面につきましては、ぶなしめじ増産のための生産設備の入れ替えに伴う人件費の増加や一時
的な生産効率の低下などが、製造コストの増加に繋がりました。
  また、当第３四半期連結会計期間におきましては、茨城県において進めている循環型農業団地構想の実
現に向けた露地栽培実験の推進や、滋賀県において西日本以西への拡販を目的としたカット野菜パッケー
ジセンターの設置準備（平成23年１月17日稼動開始）、また、海外事業においては、好調な中国での茸事業
の推進や米国での工場建設の準備等、様々な成長戦略の実現に向けた取り組みを進めてまいりました。併
せてこれらの成長戦略の確実な実行のため、人材獲得や営業員増強等の社内体制強化といった先行投資的
な支出が嵩んだことで、販売費及び一般管理費が増加したことが利益を圧迫する結果となりました。
以上により、営業利益は18億９百万円（前年同四半期比12.1％減）、経常利益は16億89百万円（前年同
四半期比12.0％減）となりました。また、中国の合弁会社の持分異動に伴い、特別利益として関係会社出資
金売却益26百万円及び負ののれん発生益86百万円を計上し、税金等調整前四半期純利益は18億７百万円
（前年同四半期比5.9％減）となり、法人税等及び少数株主利益を差し引いた結果、四半期純利益は10億88
百万円（前年同四半期比3.4％減）となりました。　
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（参考）事業別売上高

事業の種類

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

金額(百万円) 前年同四半期比(％)

　

　

　

まいたけ 3,866 102.8

えりんぎ 1,232 86.8

ぶなしめじ 1,556 79.2

その他生茸 268 107.8

生茸計 6,923 93.6

加工食品 359 110.7

茸事業計 7,283 94.3

もやし・カット野菜事業 821 191.8

その他食品事業 349 78.6

食品事業計 8,453 98.4

その他の事業 224 104.6

合計 8,677 98.5

　
(2)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて15.2％増加し383億７百万円とな
りました。
流動資産は、前連結会計年度末に比べて33.8％増加し97億86百万円となりました。これは主に、現金及び
預金が３億77百万円、受取手形及び売掛金が９億33百万円、仕掛品が５億67百万円増加したこと等により
ます。
固定資産は、前連結会計年度末に比べて10.0％増加し284億56百万円となりました。これは主に、しめじ
等の生産能力増強を目的とした設備投資による有形固定資産が20億47百万円増加したこと等によります。
負債の部では、流動負債が、前連結会計年度末に比べて33.5％増加し176億99百万円となりました。これ
は、主に未払金が25億50百万円増加したことや、運転資金として調達した短期借入金が11億93百万円増加
したこと等によります。
固定負債は、前連結会計年度に比べて7.6％増加し134億62百万円となりました。これは主に、長期借入金
が７億12百万円、社債が３億17百万円増加したこと等によります。
純資産合計は、前連結会計年度末に比べて4.4％減少し71億45百万円となりました。これは主に、利益剰
余金が２億69百万円増加したものの、自己株式６億23百万円の増加等によります。
　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期末と比較して３億29百万円
増加し、24億24百万円となりました。
当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり
ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは26億８百万円の収入（前年
同四半期比11.9％減）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益18億７百万円（前年同四半
期比5.9％減）、減価償却費及びその他の償却費４億61百万円（前年同四半期比31.3％増）、仕入債務の増
加額11億10百万円（前年同四半期比4.2％減）及び売上債権の増加額４億77百万円（前年同四半期比
38.6％減）等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは８億12百万円の支出（前年
同四半期比678.7％増）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出６億36百万円（前年同
四半期比508.2％増）等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは12億87百万円の支出（前年
同四半期比67.0％減）となりました。これは主に、短期借入金の純減少額28億43百万円（前年同四半期比
13.0％減）、長期借入れによる収入16億55百万円（前年同四半期比454.2％増）、社債発行による収入12億
68百万円（前年同四半期比185.7％増）及び長期借入金の返済による支出８億72百万円（前年同四半期比
21.4％減）等によるものであります。
　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ
ん。
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(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は１億43百万円でありま
す。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

在外子会社

当第３四半期連結会計期間において、長春雪国高榕生物技術有限公司が持分取得により連結子会社と

なったため、同社の設備が新たに当社グループの主要な設備となりました。その設備の状況は、次のとお

りであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称

設備の

内容

帳簿価額    (百万円)

従業員数

(名)
建物

及び

構築物

機械装置

及び

運搬具

土地

(面積㎡)

リース

資産
その他 合計

長春雪国高榕

生物技術

有限公司

中華人民

共和国

長春市

茸
えのき茸

製造設備
432 285 － － 115 834 197

(注) 帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。

     なお、金額には消費税等は含まれておりません。

　

当第３四半期連結会計期間において、上海雪国高榕生物技術有限公司が持分譲渡により連結の範囲か

ら除かれたため、同社の設備は当社グループの主要な設備から除外いたしました。その設備の状況は、次

のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメント

の名称

設備の

内容

帳簿価額    (百万円)

従業員数

(名)
建物

及び

構築物

機械装置

及び

運搬具

土地

(面積㎡)

リース

資産
その他 合計

上海雪国高榕

生物技術

有限公司

中華人民

共和国

上海市

茸
えのき茸

製造設備
253 234 － － 43 530 230

(注) 帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。

     なお、金額には消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はありません。

また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 38,890,375 38,890,375
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
100株

計 38,890,375 38,890,375 － －

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、以下のとおりであります。

①平成20年６月27日定時株主総会決議

　
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数                              (個)2,033

新株予約権のうち自己新株予約権の数          (個) －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数              (株) 243,960

新株予約権の行使時の払込金額                (円) 37,800

新株予約権の行使期間 自  平成20年９月１日  至  平成23年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額                      (円)

発行価格        315

資本組入額      158

新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい

  ても、当社の取締役、監査役、従業員等及び当社子

  会社の取締役の地位にあることを要す。

②新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

③新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

④その他の条件については、新株予約権発行の取締役

会決議により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注)１  新株予約権の行使時の払込金額は、新株予約権１個当たりの金額であります。 

２  平成21年４月１日に、平成21年３月31日最終の株主名簿に記録された株主の所有普通株式１株につき1.2株

    の割合をもって株式分割を行っております。
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②平成21年６月26日定時株主総会決議

　
第３四半期会計期間末現在

(平成22年12月31日)

新株予約権の数                              (個)4,142

新株予約権のうち自己新株予約権の数          (個) －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数              (株) 414,200

新株予約権の行使時の払込金額                (円) 39,700

新株予約権の行使期間 自  平成21年９月１日  至  平成24年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額                      (円)

発行価格        397

資本組入額      199

新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい

  ても、当社の取締役、監査役、従業員等及び当社子

  会社の取締役の地位にあることを要す。

②新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

③新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

④その他の条件については、新株予約権発行の取締役

  会決議により決定するものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注)  新株予約権の行使時の払込金額は、新株予約権１個当たりの金額であります。 
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③平成22年６月29日開催の定時株主総会決議

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年12月31日)

新株予約権の数                              (個)4,335

新株予約権のうち自己新株予約権の数          (個) －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数              (株) 433,500

新株予約権の行使時の払込金額                (円) 55,500

新株予約権の行使期間 自  平成22年９月１日  至  平成25年８月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額                      (円)
発行価格      555
資本組入額    278

新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時におい

  ても、当社の取締役、監査役、従業員等及び当社子

  会社の取締役の地位にあることを要す。

②新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めない。

③その他の条件については、当社と新株予約権者との

  間で締結する割当契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

(注)  新株予約権の行使時の払込金額は、新株予約権１個当たりの金額であります。 

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

－ 38,890,375 － 1,605 － 2,262

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   2,125,700

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式  36,573,800 365,738 －

単元未満株式 普通株式     190,875 － －

発行済株式総数           38,890,375－ －

総株主の議決権 － 365,738 －

(注)１  自己株式2,125,721株は「完全議決権株式(自己株式等)」欄に2,125,700株、「単元未満株式」欄に21株含ま

れております。

２  平成22年12月31日現在の自己株式数は2,550,109株であり、「完全議決権株式」は2,550,100株、「単元未満株

式」は９株であります。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社  雪国まいたけ
新潟県南魚沼市
余川89番地

2,125,700 － 2,125,7005.46

計 － 2,125,700 － 2,125,7005.46

(注) 平成22年12月31日現在の自己保有株式数は2,550,100株であり、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

6.56％であります。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 550 555 548 537 535 524 524 544 554

最低(円) 452 488 505 501 512 500 505 517 527

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部における株価であります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役兼執行役員
生産本部長

－

取締役兼執行役員
生産本部長兼
第５バイオセンター長
兼包装課長

－ 桜井  俊雄 平成22年８月２日

取締役兼執行役員
生産本部栽培技術担当

－
取締役兼執行役員
生産本部長

－ 桜井  俊雄 平成22年12月１日

常務取締役兼執行役員
内部監査室長

－
常務取締役兼執行役員
内部監査室長
兼研究開発室長

－ 大平  正夫 平成23年２月１日

取締役兼執行役員
生産本部栽培技術担当
兼第３バイオセンター長

－
取締役兼執行役員
生産本部栽培技術担当

－ 桜井  俊雄 平成23年２月１日

取締役兼執行役員
西日本推進担当

－
取締役兼執行役員
営業本部長
兼配荷部長

－ 元川  雅人 平成23年２月１日

取締役兼執行役員
営業本部長
兼マーケティング部長

－
取締役兼執行役員
営業本部副本部長
兼マーケティング部長

－ 大平  洋一 平成23年２月１日

取締役兼執行役員
社長特命担当
兼研究開発室長
兼循環型農業団地プロ
ジェクトリーダー

－

取締役兼執行役員
社長特命担当
兼循環型農業団地プロ
ジェクトリーダー

－ 鈴木  邦夫 平成23年２月１日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期

間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成し

ております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12

月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人ナカチにより四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社雪国まいたけ(E00007)

四半期報告書

14/34



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,465 2,087

受取手形及び売掛金 ※3
 2,511 1,577

商品及び製品 1,082 1,015

仕掛品 2,025 1,457

原材料及び貯蔵品 460 528

繰延税金資産 317 299

その他 943 350

貸倒引当金 △20 △3

流動資産合計 9,786 7,314

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 12,984

※1
 13,122

土地 7,901 7,906

その他（純額） ※1
 4,806

※1
 2,615

有形固定資産合計 25,691 23,644

無形固定資産 366 183

投資その他の資産

その他 2,499 2,159

貸倒引当金 △102 △108

投資その他の資産合計 2,397 2,051

固定資産合計 28,456 25,879

繰延資産 64 45

資産合計 38,307 33,239
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,049 456

短期借入金 9,385 8,192

未払金 3,998 1,448

未払法人税等 365 922

引当金 66 226

その他 ※3
 2,832 2,010

流動負債合計 17,699 13,256

固定負債

社債 3,316 2,999

長期借入金 8,498 7,786

退職給付引当金 71 69

役員退職慰労引当金 453 467

その他 1,122 1,187

固定負債合計 13,462 12,509

負債合計 31,161 25,765

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 4,481 4,212

自己株式 △1,240 △616

株主資本合計 7,109 7,463

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △15 △4

繰延ヘッジ損益 △109 △117

為替換算調整勘定 △119 △91

評価・換算差額等合計 △244 △212

新株予約権 61 34

少数株主持分 219 188

純資産合計 7,145 7,474

負債純資産合計 38,307 33,239
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 ※
 18,613

※
 20,075

売上原価 11,979 12,800

売上総利益 6,633 7,274

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 548 697

運賃 1,363 1,456

報酬及び給料手当 1,080 1,345

賞与引当金繰入額 17 24

役員退職慰労引当金繰入額 4 33

雑費 2,072 2,222

販売費及び一般管理費合計 5,087 5,779

営業利益 1,546 1,495

営業外収益

受取利息 3 3

デリバティブ収益 36 39

固定資産賃貸料 30 37

雑収入 43 51

営業外収益合計 113 132

営業外費用

支払利息 441 380

雑損失 196 244

営業外費用合計 637 625

経常利益 1,022 1,001

特別利益

固定資産売却益 － 11

負ののれん発生益 － 86

関係会社出資金売却益 － 26

新株予約権戻入益 14 2

貸倒引当金戻入額 － 4

特別利益合計 14 131

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 － 7

投資有価証券評価損 3 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29

その他 － 2

特別損失合計 3 39

税金等調整前四半期純利益 1,033 1,093

法人税等 358 285

少数株主損益調整前四半期純利益 － 807
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

少数株主利益 85 122

四半期純利益 589 685
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 ※
 8,807

※
 8,677

売上原価 4,776 4,752

売上総利益 4,030 3,925

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 262 235

運賃 517 544

販売手数料 455 415

報酬及び給料手当 357 451

賞与引当金繰入額 17 24

役員退職慰労引当金繰入額 1 7

雑費 359 436

販売費及び一般管理費合計 1,971 2,115

営業利益 2,058 1,809

営業外収益

受取利息 1 0

デリバティブ収益 23 38

固定資産賃貸料 10 12

雑収入 20 19

営業外収益合計 55 70

営業外費用

支払利息 153 128

雑損失 40 62

営業外費用合計 194 190

経常利益 1,920 1,689

特別利益

固定資産売却益 － 11

負ののれん発生益 － 86

関係会社出資金売却益 － 26

新株予約権戻入益 0 0

特別利益合計 0 124

特別損失

固定資産除却損 － 3

その他 － 2

特別損失合計 － 6

税金等調整前四半期純利益 1,920 1,807

法人税等 753 670

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,136

少数株主利益 40 48

四半期純利益 1,126 1,088

EDINET提出書類

株式会社雪国まいたけ(E00007)

四半期報告書

19/34



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,033 1,093

減価償却費及びその他の償却費 975 1,202

賞与引当金の増減額（△は減少） △163 △158

支払利息 441 380

売上債権の増減額（△は増加） △1,140 △1,021

たな卸資産の増減額（△は増加） △375 △600

仕入債務の増減額（△は減少） 1,245 1,440

その他 340 △32

小計 2,356 2,304

利息の支払額 △423 △367

法人税等の支払額 － △819

その他の支出 △83 △179

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,848 937

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △387 △1,104

関係会社出資金の払込による支出 △470 △292

貸付けによる支出 △264 －

その他 95 △101

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,026 △1,497

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 926 2,161

長期借入れによる収入 3,305 3,368

長期借入金の返済による支出 △3,796 △3,411

社債の発行による収入 1,027 1,268

社債の償還による支出 △535 △808

自己株式の取得による支出 △263 △896

配当金の支払額 △298 △374

その他 △211 △221

財務活動によるキャッシュ・フロー 154 1,086

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △70

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 978 455

現金及び現金同等物の期首残高 1,116 1,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,094

※
 2,424
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１ 連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

  当第３四半期連結会計期間より、関連会社であった長春雪国高榕生

物技術有限公司の出資持分の70％を取得したため、連結の範囲に含め

ております。なお、みなし取得日を10月１日としているため、当第３四

半期連結会計期間においては、同社の貸借対照表のみを連結しており

ます。

  また、連結子会社であった上海雪国高榕生物技術有限公司の出資持

分全部を譲渡したため、当第３四半期連結会計期間より連結の範囲か

ら除外しております。なお、みなし売却日を10月１日としているため、

四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

は、同社の平成22年１月１日から平成22年９月30日までを含んでおり

ます。

(2) 変更後の連結子会社の数

  ８社

２ 連結子会社の四半期連結決算日等に

   関する事項

  当第３四半期連結会計期間から、新たに連結子会社となった長春雪

国高榕生物技術有限公司の当第３四半期決算日は、９月30日でありま

す。

  四半期連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の四半期財務諸

表を使用しております。ただし、当第３四半期連結決算日までの期間に

発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

３ 会計処理基準に関する事項の変更 (1) 資産除去債務に関する会計基準の適用

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  平成20年

３月31日）を適用しております。

  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれ

ぞれ３百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が32百万円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額

は22百万円であります。

(2) 企業結合に関する会計基準等の適用

  当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」

（企業会計基準第21号  平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関す

る会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）、「事業分

離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号  平成20年12月26日）

及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日）を適用しており

ます。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

  前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他の支出」に含めて表示

しておりました「法人税等の支払額」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記すること

としました。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他の支出」に含

まれる「法人税等の支払額」は△78百万円であります。
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当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

(四半期連結貸借対照表関係)

 前第３四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「未払金」は、負債及び

純資産合計額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第

３四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「未払金」は1,965百万円であります。
 

(四半期連結損益計算書関係)

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日  内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
 

　
【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１ 一般債権の貸倒見積高の

   算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したも

のと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定しております。

２ 棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第

２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する

方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３ 固定資産の減価償却費の

   算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　 当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

税金費用の計算 税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の

規定により、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法

定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

20,880百万円

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

19,890百万円

  ２ 担保資産

  担保資産については、前連結会計年度から重要な変動

がないため記載を省略しております。

─────

 

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

受取手形 1百万円

設備支払手形(流動負債その他) 278百万円

─────

　
(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※ 当社グループの売上高は、連結会計年度の上期と下期

とで著しい相違があります。その状況は、当社グループ

の主要製品であります生まいたけ等茸類の商品性か

ら、９月～12月が最需要期、１月～３月が需要期、４月

～８月が不需要期となっているためであります。

※                     同左

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※ 当社グループの売上高は、連結会計年度の上期と下期

とで著しい相違があります。その状況は、当社グループ

の主要製品であります生まいたけ等茸類の商品性か

ら、９月～12月が最需要期、１月～３月が需要期、４月

～８月が不需要期となっているためであります。

※                     同左

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,222百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△127

現金及び現金同等物 2,094
 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,465百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△41

現金及び現金同等物 2,424
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(株主資本等関係)

  当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月

１日  至  平成22年12月31日)
　

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 38,890,375

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,550,109

　
３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

    ストック・オプションとしての新株予約権

会社名
当第３四半期連結会計
期間末残高  (百万円)

提出会社 61

連結子会社 －

合計 61

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 374 10平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連

    結会計期間の末日後となるもの

        該当事項はありません。
　

５　株主資本の著しい変動に関する事項
        （単位：百万円）

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度残高 1,605 2,262 4,212 △616 7,463

当第３四半期連結会計期間末

までの変動額
　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △374　 △374

四半期純利益 　 　 685　 685

自己株式の処分 　 　 △41 273 231

自己株式の取得 　 　 　 △896 △896

当第３四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － 269 △623 △354

当第３四半期連結会計期間末残高 1,605 2,262 4,481 △1,240 7,109
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計
期間（自平成21年４月１日  至平成21年12月31日）
  事業の種類として「食品事業」及び「その他の事業」に区分しておりますが、全セグメントの売上高
の合計、営業利益の合計額に占める「食品事業」の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類
別セグメント情報の記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計
期間（自平成21年４月１日  至平成21年12月31日）
  全セグメントの売上高の合計額に占める本邦事業の割合がいずれも90％を超えているため、所在地別
セグメント情報の記載を省略しております。

　
【海外売上高】

  前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計
期間（自平成21年４月１日  至平成21年12月31日）
  海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。

　
【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要
  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、
経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。
  当社は、製品・サービスについて、それぞれ国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し
ている「茸」「もやし・カット野菜」の２つを報告セグメントとしております。
  「茸」は、まいたけ、えりんぎ、ぶなしめじ等、茸製品の製造販売をしております。「もやし・カット野
菜」は、もやし、カット野菜の製造販売をしております。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
茸

もやし・
カット野菜

計

売上高 　 　 　 　 　

  (1)外部顧客への売上高 16,336 2,217 18,553 1,521 20,075

  (2)セグメント間の内部売上高
     又は振替高

19 7 26 757 783

計 16,356 2,224 18,580 2,278 20,859

セグメント利益 2,286 44 2,330 60 2,391

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他食品及び石油類販売等の事業を
含んでおります。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
茸

もやし・
カット野菜

計

売上高 　 　 　 　 　

  (1)外部顧客への売上高 7,283 821 8,104 573 8,677

  (2)セグメント間の内部売上高
     又は振替高

6 7 13 292 306

計 7,290 828 8,118 866 8,984

セグメント利益 2,111 40 2,151 52 2,204

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他食品及び石油類販売等の事業を

含んでおります。

　
３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 (単位：百万円)

利      益 金      額

報告セグメント計 2,330

「その他」の区分の利益 60

全社費用  (注) △872

その他の調整額 △23

四半期連結損益計算書の営業利益 1,495

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 (単位：百万円)

利      益 金      額

報告セグメント計 2,151

「その他」の区分の利益 52

全社費用  (注) △382

その他の調整額 △12

四半期連結損益計算書の営業利益 1,809

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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４  報告セグメントの変更等に関する事項

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

当社グループは、従来、「生茸」及び「もやし・カット野菜」の２つを報告セグメントとしておりま
したが、第２四半期連結会計期間より「茸」及び「もやし・カット野菜」に変更しております。また、
「その他」に含まれる事業セグメントのうち、「加工食品」について、第２四半期連結会計期間よりセ
グメント区分を廃止し、「茸」に含めて表示しております。
この変更は、当社グループが製造、販売を行っている水煮などの加工食品が、原料である生茸の製造、
販売と密接に関連しており、第２四半期連結会計期間から業績管理を生茸と一体で行うこととしたた
め、「生茸」と「加工食品」を１つの報告セグメントとして表示することにより、経営実態をより適切
に反映するために行ったものであります。

　
５  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

（重要な負ののれん発生益）

「茸」セグメントにおいて、平成22年12月11日付で長春雪国高榕生物技術有限公司の出資持分の70％
を取得したことにより、負ののれん発生益を計上しております。なお、当該事象による負ののれん発生益
の計上額は、当第３四半期連結会計期間においては86百万円であります。

　
(追加情報)

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  
平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　
(金融商品関係)

  金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい
変動がないため、記載しておりません。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい
変動がないため、記載しておりません。

　
(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい
変動がないため、記載しておりません。

　
(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日  至平成22年12月31日）

当第３四半期連結会計期間のストック・オプション等関係については、四半期連結財務諸表への
影響額に重要性がないため記載しておりません。
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(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日）

取得による企業結合

１  被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的
形式、結合後企業の名称、取得した議決権比率及び取得企業を決定するに至った主な根拠

 (1)被取得企業の名称及びその事業の内容

      被取得企業の名称      長春雪国高榕生物技術有限公司

      事業の内容            えのき茸の生産及び販売

 (2)企業結合を行った主な理由

    当社は、合弁会社・上海雪国高榕生物技術有限公司の中国側の出資者である上海高榕食品有限
公司と合弁事業における出資持分の一部を見直し、関連会社である長春雪国高榕生物技術有限公
司の出資持分を取得致しました。

 (3)企業結合日

      平成22年12月11日

 (4)企業結合の法的形式

      出資持分の取得

 (5)結合後企業の名称

      変更ありません。

 (6)取得した議決権比率

      取得直前に所有していた議決権比率        －％

      企業結合日に取得した議決権比率        70.0％

      取得後の議決権比率                    70.0％

 (7)取得企業を決定するに至った主な根拠

    現金を対価とした出資持分取得により、当社が議決権の70.0％を獲得したためであります。

　
２  四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企
業の業績の期間
    平成22年10月１日をみなし取得日として、同社の貸借対照表のみを連結しているため、該当あ
りません。

　
３  被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金及び預金 405 百万円

取得原価 　 405 百万円

　
４  負ののれんの発生益の金額及び発生原因

 (1)負ののれんの発生益の金額

    86百万円

 (2)発生原因

    企業結合時の時価純資産が取得価額を上回ったためであります。

　
５  企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係
る四半期連結損益計算書に及ぼす影響の概算額

    売上高          489 百万円

    経常利益        134 百万円

    四半期純利益    134 百万円

  なお、影響の概算については監査証明を受けておりません。
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子会社の企業結合

１  子会社が行った企業結合の概要

 (1)結合先企業の名称

      上海高榕食品有限公司

 (2)結合した事業の内容

      上海雪国高榕生物技術有限公司

      えのき茸の生産及び販売

 (3)企業結合を行った主な理由

    合弁会社・上海雪国高榕生物技術有限公司の中国側の出資者である上海高榕食品有限公司が
中国国内の証券市場への上場申請を予定しており、その上場を円滑且つ早期に実現するために、
同社からの要請に基づき、合弁事業における出資持分の一部を見直し、持分の異動を行うことと
しました。

 (4)企業結合日

      平成22年11月22日

 (5)法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

      出資持分譲渡による企業結合

　
２  実施した会計処理の概要

 (1)移転損益の金額

      関係会社出資金売却益　26百万円

 (2)移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 349百万円

固定資産 568百万円

資産合計 918百万円

流動負債 261百万円

負債合計 261百万円

 (3)会計処理

    移転したえのき茸の生産及び販売事業に関する投資は清算されたものとみて、移転したことに

より受け取った対価となる財産の時価と、移転した事業に係る株主資本相当額との差額を移転損

益として認識している。

　
３  当該子会社が含まれていた報告セグメントの名称

    茸

　
４  四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている当

該子会社に係る損益の概算額

　 会計期間 　 累計期間

売上高 268百万円　 670百万円

営業利益 110百万円　 226百万円

　
(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　
(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 188.91円
　

　 　

　 193.68円
　

(注) １  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額                  (百万円) 7,145 7,474

普通株式に係る純資産額              (百万円) 6,864 7,250

差額の主な内訳                      (百万円)280 223

  (新株予約権) (61) (34)

  (少数株主持分) (219) (188)

普通株式の発行済株式数              (千株) 38,890 38,890

普通株式の自己株式数                (千株) 2,550 1,454

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数                        (千株)36,340 37,435

２　当社は、平成21年４月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。当該株式分割が前々連結

会計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前々連結会計年度末の１株当たり純資産額は

156.25円であります。

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16.69円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16.61円
　

１株当たり四半期純利益金額 18.62円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 18.51円
　

(注) １  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益                        (百万円)

589 685

普通株式に係る四半期純利益          (百万円) 589 685

普通株主に帰属しない金額            (百万円) － －

普通株式の期中平均株式数            (千株) 35,335 36,796

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額                (百万円) － －

普通株式増加数                    (千株) 152 221

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

－ －

　　 ２　当社は、平成21年４月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。当該株式分割が前々連結会

計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前々第３四半期連結累計期間に係る１株当たり四半

期純利益金額は△1.86円であります。
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 31.80円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 31.62円
　

１株当たり四半期純利益金額 29.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 29.55円
　

(注) １  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益                        (百万円)

1,126 1,088

普通株式に係る四半期純利益          (百万円) 1,126 1,088

普通株主に帰属しない金額            (百万円) － －

普通株式の期中平均株式数            (千株) 35,432 36,617

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額                (百万円) － －

普通株式増加数                    (千株) 196 207

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

－ －

　　 ２　当社は、平成21年４月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。当該株式分割が前々連結会

計年度の開始の日に行われたと仮定した場合における前々第３四半期連結会計期間に係る１株当たり四半

期純利益金額は29.48円であります。

　

(重要な後発事象)

     該当事項はありません。

　
(リース取引関係)

  リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の
賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間におけるリース取引
残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

  該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２２年２月１２日

株式会社 雪国まいたけ

取締役会  御中

　
監査法人 ナ カ チ

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    田          卓    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    吉    永    康    樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社雪国まいたけの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間（平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間

（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続によ

り行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社雪国まいたけ及び連結子会社の

平成２１年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報　

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、

第２四半期連結会計期間から社債発行費の処理方法を変更した。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成２２年２月１０日開催の取締役会において、

資本・業務提携及び第三者割当による自己株式の処分について決議した。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年２月１４日

株式会社 雪国まいたけ

取締役会  御中

　

監査法人　ナ　カ　チ

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    田          卓    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    吉    永    康    樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社雪国まいたけの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間（平成２２年１０月１日から平成２２年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間

（平成２２年４月１日から平成２２年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続によ

り行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社雪国まいたけ及び連結子会社の

平成２２年１２月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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